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自
分
の
楽
し
み

見
つ
け
る

３
月
に
入
り
、
暖
か
い
春
の
足
音
は
そ

こ
ま
で
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
趣
味
や
自
分
の
楽
し
み

を
生
き
が
い
と
し
て
い
る
６
人
の
方
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。

あ
な
た
も
こ
の
春
か
ら
新
た
な
自
分
の

楽
し
み
見
つ
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

Tatsuo Oizumi
Moriyoshi Katano

Megumi Kanazawa

Kimie Fujita

Hirofumi Fujita

Yoshikatsu Kobari

　数年前までは各小学校に 1つのスポーツ

少年団を持っていた矢祭町のスポーツ少年

団。「子どもたちが以前に比べて少なくなり

ましたからね」と話すのは、関岡スポーツ少

年団を率いて6年目の古張喜勝さん（30）。「自

分が関岡出身で地元のサッカーに携わりたい

という思いでサッカーを教え始めたんです」

と地元に対する愛着心から指導を始めた理由

を話します。　

　「子どもたちから学び、感心させられるこ

ともある。無限の可能性を持つ子どもたちに

は、何事もあきらめて欲しくないです。本気

になって教えたことが目に見えた時は感動し

ますね」と教えることの醍醐味を語ってくれ

ました。

　現在は、チームに関岡 8 人、内川 3 人、

塙町から 4人の子どもたちを受け入れ、「今

ではメンバーも少なくなってしまいました

が、1人でもサッカーをやりたい子どもがい

る限り、できる環境をつぶしたくないです。

サッカーに壁はないですから。サッカーをし

たいと思う人は気軽に声をかけてほしい」と

サッカー人口が増えてほしいと願いながら、

チーム力向上のため日々の指導に熱が入りま

す。

　「一生のうちでこれだけはやりたいという

目的を持って生きていけばそれでいいと思い

ますね」と話してくれたのは、藤田君江さん

（86）。

　石川啄木にあこがれ、短歌を始めたという

君江さんは約 45 年前に矢祭町短歌会が発足

してから、今までずっと短歌会で短歌を発表

し続けています。そんな君江さんは元気に歳

を重ね、現在 86歳。

　「やっぱり、上手に作ろうとか思わずやっ

てきたのがここまで続けてこれた理由。趣

味っていうのはそういうものだと思います。

家族からは農業はやらなくていいといわれま

すが運動だと思ってやっているし、社会福祉

協議会でやっているいきいき体操にも参加し

ています」と趣味を続けてこれた理由、健康

な体を保つための秘訣を教えてくれました。

　「今後は、何歳まで生きていけるかわかり

ませんが家族の世話にならないように生きて

いきたいですね。ボケないようにこれをやっ

ているんです」と見せてくれたのは、百人一

首のなぞり書きの本。丁寧になぞられた文字

から、君江さんの年齢に負けない努力や前向

きな人柄を感じることができました。

サ
ッ
カ
ー
を
し
た
い
人
は
気
軽
に
声
を

古
こばりよしかつ

張 喜勝さん　■関岡

大
事
な
こ
と
は
目
的
を
持
っ
て
や
る
こ
と

藤
ふじたきみえ

田 君江さん　■下関河内
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　「長男が生まれた時に甚平を作ったのがき

っかけですね。今は仕事と子育ての合間に時

間を見つけて息抜きをするために作っていま

す」とマフラーなどの編み物や帽子などミシ

ンを使った物作りの趣味を紹介してくれた金

澤恵さん（35）。

　「購読している本やもったいない図書館か

ら借りた手芸の本を参考にして作ります。自

己満足の部分もありますが、子どもや知り合

いの人にあげた時に喜んでもらえるのがとて

もうれしいですし、2度と同じものができな

いというのも手作りの楽しさですね」と喜び

を語ります。

　「初めからバッグとか難しいのはできない

けど、とりあえずやってみたら何か形になる

ので、ティッシュの袋とか簡単なものから作

れば誰でも作れますし、楽しいと思います。

私にでもできるのだから、できないと思わず、

やろうと思えばできますよ。気軽にやってみ

てはいかがですか」と趣味を勧めてくれまし

た。

　「子どもたちが大きくなって手から離れた

らパッチワークもやってみたいです。でも次

に作るのは子どもたちが新年度に使うもので

すね」と素敵な笑みをこぼします。

　「走りながらいろんな人と友達になれるの

で楽しいですよ」とマラソンの魅力を話して

くれた大泉達夫さん（71）。

　40 歳代の時に草野球をやっていて、体力

の衰えを感じ始めたマラソン。続けるうちに

徐々に記録が伸びてきてその楽しさに引き込

まれたと話します。

　71歳になった今でも新たなマラソン仲間づく

りや、自己記録との戦いをモチベーションに福

島県や茨城県、栃木県で開催される大会に参加

し、年代別のレースで好成績を収めている達夫

さん。「月に150キロから200キロを走ると思い

ます。これでも前に比べれば少なくなったんで

すよ。今後も80歳までは走りたいですね」と目

標を笑顔で語ってくれました。

　達夫さんは現在、多くのマラソン好きが集う

矢祭のランニングクラブ「楽々走友会」に所属。

このランニングクラブは矢祭・塙・棚倉のメン

バーで構成され、「一緒に走るメンバー募集中で

す」と新たなランニング仲間を探しています。

　そんな達夫さんは 4月開催の郡山シティ

ーマラソンと 5月の鹿沼さつきマラソンを

目標に見据えて趣味を超え、日課となったマ

ラソンで汗を流します。

２
度
と
同
じ
も
の
が
で
き
な
い
の
も
魅
力

金
かなざわめぐみ

澤 恵さん　■中石井

一
緒
に
走
る
仲
間
を
増
や
し
た
い

大
おおいずみたつお

泉 達夫さん　■小田川

　矢祭町を流れる久慈川の鮎といえば「味と

姿は日本一」といわれ、釣りのシーズンにな

ると久慈川に釣り人が集います。そんな、鮎

の魅力に引かれ、「早く 6月の鮎釣り解禁日

にならないかな」と話すのは鮎釣りを趣味と

する藤田博文さん（42）。

　「元々、川で遊ぶのが好きで、鮎釣りをやっ

ていた友達から一緒にやろうと誘われたのが

きっかけ。父親がやっていたというのも大き

いですね」と始めたきっかけを話します。

　今は、大子町の鮎釣りのグループ「あゆ組」

に入り釣りを楽しむ博文さん。「自分はあま

りうまくないです。でも釣る人は 1日に 50

匹くらい釣る。やはり、場所や時間などの作

戦を立てて釣る鮎との駆け引きが楽しいし、

釣れた時の何とも言えない感動が魅力です

ね」と語ってくれました。

　「近くにこんなに楽しい遊び場がある。鮎

は釣っても楽しいし食べてもおいしい。鮎釣

りをやったことのない人もきっと楽しさには

まるはず。私も釣り人が増えてくれれば楽し

くなりますから」と終始笑顔でインタビュー

に答えてくれました。

　「私は動物が大好きなんです。山羊は飼っ

ていると、人の顔を覚えて近づくと寄ってき

てくれるし、愛着がわきますね」と語ってく

れた山野井金沢明鳴（メイメイ）会の会長を

務める片野盛好さん（71）。

　地元の山野井地区で旅行をしたときに山羊

で町おこしをするというテレビ番組を見たと

いう事をきっかけに、山野井金沢明鳴会を立

ち上げ、18 名の会員と協力し山野井地内の

田んぼの中に、約 15 アールの「明鳴牧場」

を設置。真弓ちゃん、玉男君、姫香ちゃん

などと名付けられた山羊を 7頭（オス 4頭・

メス 3頭）飼育しています。

　「明鳴牧場を作るときも会員の方たちの技

術を借りました。もちろん餌の世話も私 1人

ではできませんから会員が順番でやっている

し、会員はみんな山羊が好きですね。現在は

主に山羊を通しての会員の親睦を図ることが

目的になっていますが、将来的には久慈川の

河川敷に山羊を放して多くの人に見てもらっ

たり、保育所や幼稚園の子どもたちを招いて

情操教育を図りたいですね」と今後の活動に

胸を膨らませます。

釣
り
人
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
楽
し
い

藤
ふじたひろふみ

田 博文さん　■戸塚

山
羊
を
通
し
て
地
域
お
こ
し
し
た
い

片
かたのもりよし

野 盛好さん　■金沢



月号で掲載したバランスシートは地方自治体の行政活動のうち、主に資産や負債などのストッ

ク状況を明らかにするものです。一方、地方自治体の行政活動は資産の形成だけでなく、人的

サービスや給付サービスなど資産の形成につながらない行政サービスが多くの比重を占めていま

す。こうした資産形成につながらない行政サービスに要したコストと町税や使用料などその財源と

なる収入の状況を明らかにしたものが「行政コスト計算書」です。

　

議
員
や
委
員
の
報
酬
と

職
員
の
給
料
等
、
全
て
の

人
件
費

　

施
設
な
ど
の
管
理
運
営

（
光
熱
水
費
、
消
耗
品
費
、

委
託
料
）
に
要
す
る
経
費

や
建
物
の
減
価
償
却
費

　

高
齢
者
や
子
ど
も
に
対

す
る
医
療
費
支
給
な
ど
の

給
付
（
扶
助
費
）
や
町
民

の
皆
さ
ん
な
ど
に
対
す
る

補
助
事
業
（
補
助
金
）
と

特
別
会
計
に
支
出
し
て
い

る
経
費
等

　

災
害
復
旧
に
要
し
た
経

費
及
び
公
債
費
（
借
金
の

返
済
）
に
要
し
た
経
費
の

う
ち
利
子
分

平成２４年度

行政コスト計算書

矢祭町の収入
（歳入）

矢祭町の支出
（歳出）

行政コスト計算書 バランスシート

費用とされるもの 資産・負債とされるもの

人件費　扶助費
物件費　補助費
維持補修費　公債費（利子）等

普通建設事業費
投資・出資金
公債費（元金）等

お
金
の
流
れ バランスシート

図１

　

図
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
性
質
別
に

行
政
コ
ス
ト
が
分
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」
は
14
億
１
千

万
円
と
、
コ
ス
ト
総
額
の
41
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
目
に
見
え
な
い
町

道
・
農
道
等
の
減
価
償
却
費
や
各
学
校

管
理
、
給
食
施
設
等
の
学
校
に
要
す
る

経
費
等
が
主
な
も
の
で
す
。

　

「
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
」
は
、
13
億

３
千
万
円
と
39
％
を
占
め
ま
す
。
こ
れ

は
、
常
備
消
防
等
の
広
域
圏
や
東
白
衛

生
組
合
へ
の
負
担
金
や
子
ど
も
手
当
、

子
ど
も
医
療
費
10
割
負
担
、
ま
た
、
24

年
度
の
単
年
度
的
な
増
要
因
と
し
て
原

発
事
故
に
伴
う
県
南
・
会
津
・
南
会
津

給
付
金
が
あ
り
ま
す
。

２

人
に
か
か
る
コ
ス
ト

物
に
か
か
る
コ
ス
ト

移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト

そ
の
他
の
コ
ス
ト

　

そ
の
年
度
内
に
入
っ
て
き
た
お

金
は
、
公
共
施
設
の
建
設
や
道
路

の
拡
張
な
ど
の
資
産
形
成
に
充
て

ら
れ
た
も
の
と
、
資
産
形
成
に
は

つ
な
が
ら
な
い
（
人
に
よ
る
も
の

や
給
付
に
よ
る
も
の
な
ど
）
サ
ー

ビ
ス
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
産
形

成
に
充
て
ら
れ
た
お
金
の
流
れ
が

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
計
上
さ
れ
、

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
、
つ

ま
り
そ
の
年
度
の
中
で
サ
ー
ビ
ス

が
終
わ
っ
て
し
ま
う
お
金
の
流
れ

が
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
計
上
さ

れ
る
の
で
す
。
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
に
は
減
価
償
却
費
や
退
職
手
当

引
当
金
繰
入
な
ど
の
よ
う
に
、
実

際
そ
の
年
度
内
に
お
金
の
動
き
が

な
く
て
も
、
そ
の
年
度
の
経
費
と

し
て
計
上
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
年
度
内
に
入
っ
て
き
た
お
金

（
繰
入
）は
そ
の
使
わ
れ
方
に
よ
っ

て
、
必
ず
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
の
ど
ち
ら
か
に

振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す

（
図
１
）。
し
た
が
っ
て
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

の
両
方
が
あ
っ
て
初
め
て
１
年
間

の
財
政
状
況
を
把
握
す
る
の
に
役

立
つ
と
い
え
る
の
で
す
。

　

矢
祭
町
民
１
人
当
た
り
に
か
か

る
行
政
コ
ス
ト
を
、
平
成
24
年
度

末
の
人
口
、
６
，
３
４
８
人
で
計

算
す
る
と
、
５
４
３
千
円
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
性
質
別
に
見
て
み

ま
す
と
、「
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
」

が
87
千
円
、「
物
に
か
か
る
コ
ス

ト
」
が
２
２
２
千
円
、「
移
転
支

出
的
な
コ
ス
ト
」が
２
１
２
千
円
、

「
そ
の
他
コ
ス
ト
」
が
22
千
円
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。「
最
小
の
経

費
で
最
大
限
の
効
果
を
あ
げ
る
」

こ
と
を
目
標
に
今
後
も
努
力
し
、

財
政
公
表
に
お
い
て
も
わ
か
り
や

す
く
皆
様
に
提
示
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行政コスト計算書
単位：千円

＜行政コスト＞ 構成比率

１
人にかかるコスト

554,862 16%
議員報酬、職員給料等

2
物にかかるコスト

1,414,301 41%
物件費、減価償却費

3
移転支出的なコスト

1,334,386 39%
扶助費、補助費、繰出金

4
その他のコスト

145,152 4%
災害復旧費、公債費

行政コスト合計 A 3,448,701 100%

＜コストの財源＞

1 使用料・手数料等 120,524

2 国庫(県)支出金 1,043,486

3 一般財源 2,455,855

合　　　計 B 3,619,865

図２

住民 1人当たりの
行政コスト

543 千円です

目的別行政コスト計算書　（平成24年4月1日～平成25年3月31日）
（単位：千円）

区分 総額 議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農水費 商工費 土木費 消防費 教育費 その他

１ 554,862 54,714 181,170 121,514 7,248 0 58,210 △14,420 22,683 22,731 101,012 0

２ 1,414,301 3,585 168,025 112,265 40,405 32,321 344,492 181,978 138,918 30,487 361,825 0

３ 1,334,386 519 67,018 904,353 132,254 0 61,556 2,215 9,921 119,619 36,931 0

４ 145,152 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 145,152

計 3,448,701 58,818 416,213 1,138,132 179,907 32,321 464,258 169,773 171,522 172,837 499,768 145,152

100% 2% 12% 33% 5% 1% 13% 5% 5% 5% 14% 5%

※区分１は「人にかかるコスト」、2は「物にかかるコスト」、3は「移転支出的なコスト」、4は「その他のコスト」です。
※その他は災害復旧費、公債費です。

図３

■行政コストは、その性質ごとに 4つに分類されます。
　

「
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
」

に
つ
い
て
は
退
職
者
の
増
に

伴
う
特
別
負
担
金
に
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

「
そ
の
他
の
コ
ス
ト
」
は

震
災
や
台
風
に
伴
う
災
害
復

旧
費
が
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
他
は
公
債
費
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る

と
、
矢
祭
町
の
24
年
度
に
か

か
っ
た
行
政
コ
ス
ト
は
約

34
億
４
千
８
百
万
円
と
な
り

ま
す
。

　

図
３
で
は
行
政
目
的
別
に

か
か
っ
た
経
費
を
表
し
て
い

ま
す
。
最
も
割
合
を
占
め
る

の
が
民
生
費
の
33
％
で
、
こ

れ
は
前
述
に
も
あ
る
県
南
・

会
津
・
南
会
津
給
付
金
が
要

因
で
す
。
ほ
か
各
種
医
療
費

補
助
な
ど
の
扶
助
費
の
他

に
、
国
保
や
後
期
高
齢
等
の

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
あ

り
ま
す
。
他
に
多
い
の
が
教

育
費
の
14
％
で
、
各
種
教
育

支
援
に
係
る
経
費
が
要
因
と

な
り
ま
す
。数
値
を
み
る
と
、

福
祉
行
政
と
教
育
に
矢
祭
町

が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
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初
春
を
祝
う
賀
状
に
代
筆
の
添
書
つ
ら
き
一
枚
の
あ
り　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

菊
池　

知
子

岩
風
呂
に
友
と
つ
か
り
て
温
ま
れ
ば
老
い
し
こ
の
身
の
幸
せ
思
う　
　
　

　

佐
藤
ミ
サ
子

吾
が
里
は
あ
の
浮
雲
の
下
あ
た
り
遊
び
し
友
よ
今
は
何
処
に　
　
　
　
　

　

近
藤　

和
夫

小
野
田
元
少
尉
の
訃
報
に
少
女
期
我
も
逃
避
行
せ
し
其
の
地
を
憂
う　
　

　

片
野　

税
子

粉
雪
が
夜
半
に
降
り
た
る
白
き
道
朝
刊
配
達
の
足
跡
残
る　
　
　
　
　
　

　

片
野　

盛
好

桃
色
の
耳
そ
ば
立
て
て
シ
ク
ラ
メ
ン
茶
の
間
の
話
題
を
聞
き
い
る
如
し　

　

深
谷　

絹
子

幼
な
き
日
母
の
歌
い
し
「
月
の
砂
漠
」
い
つ
し
か
吾
の
愛お

唱は

歌こ

と
な
り
ぬ

　

佐
川　

典
子

忘
年
会
に
握
る
マ
イ
ク
も
久
々
な
り
う
盲
い
の
吾
胸
弾
む　
　
　
　
　
　

　

松
本　

精
次

「
身
し
ん
し
ょ
う
上
の
半
分
は
馬
」
と
祖
父
は
語
り
馬う
ま
ぎ
ぬ衣
を
着
せ
手
綱
引
き
た
り

藤
田　

君
江

地
域
ご
と
に
町
の
温
泉
サ
ロ
ン
に
ゆ
く
老
い
て
友
ら
と
楽
し
み
の
ひ
と
つ

　

金
澤　

京
子

冬
日
射
す
庭
先
を
飛
ぶ
ひ
よ
ど
り
の
目
指
す
は
赤
い
梅
も
ど
き
の
実　
　

　

星　
　

初
枝

山
畑
に
緑
か
が
や
く
ふ
き
の
と
う
小
さ
な
小
さ
な
春
見
つ
け
た
り　
　
　

　

佐
川　

文
江

短
歌
矢
祭
町
短
歌
会
二
月
詠
草

　

こ
の
物
語
は
、
精
霊
の
卵
を
宿
し
た
チ
ャ
グ
ム
皇
子
が
父
で
あ
る
帝
と
、
幻
獣

ラ
ル
ン
ガ
の
両
方
か
ら
命
を
狙
わ
れ
る
。
こ
の
孤
立
無
援
の
少
年
を
女
用
心
棒
の

バ
ル
サ
が
命
が
け
で
守
る
こ
と
に
な
っ
た
。
バ
ル
サ
も
ま
た
、
お
さ
な
い
頃
、
養

父
ジ
グ
ロ
に
助
け
ら
れ
た
複
雑
な
過
去
が
あ
っ
た
。
と
い
う
痛
快
冒
険
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
で
す
。

　
「
精
霊
の
守
り
人
」
は
、
数
年
前
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
で
放
送
さ
れ
て
い
た
の
が
最

初
の
出
会
い
で
、
そ
の
後
、
文
庫
化
さ
れ
て
い
る
本
に
出
会
い
、
昨
年
の
12
月
に

図
書
館
で
守
り
人
シ
リ
ー
ズ
を
発
見
、
早
速
借
り
て
一
気
に
読
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
登
場
人
物
た
ち
の
い
さ
ぎ
よ
い
生
き
様
は
読
ん
で
い
て
、
す
か
っ
と
さ
わ
や

か
な
心
持
ち
に
な
り
ま
す
。
人
の
世
界
と
精
霊
の
世
界
が
混
在
す
る
ハ
イ
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
の
中
に
今
の
世
界
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
目
に
は
見
え

な
い
け
れ
ど
そ
こ
に
在
り
、
互
い
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

「
精
霊
の
守
り
人
」
シ
リ
ー
ズ
全
10
巻

「
家う
ち
ど
く読
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

わ
が
家
の
イ
チ
お
し

　
　
　
　
　
　

こ
の
一
冊

矢祭もったいない図書館利用者

眞舩　眞
ま

由
ゆ

美
み

さん

（宝坂）

―
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
所
蔵
本
か
ら
―

　　

　　

　　

　　

　　　　

植田　結
ゆ

菜
な

ちゃん
（3月1日生まれ・東舘）

星　 陽
はるま

真くん
（3月18日生まれ・中石井）

鈴木　千
ちさと

里ちゃん
（3月11日生まれ・東舘）

生田目結
ゆうか

花ちゃん
（3月21日生まれ・内川）

緑川 　朋
とも

ちゃん
（3月19日生まれ・中石井）

伊藤　琥
こはく

珀くん
（3月30日生まれ・東舘）

新海　櫻
おうか

華くん
（3月27日生まれ・戸塚）

いつも元気で、好奇心旺盛な結菜。一緒にい
るだけで、皆が笑顔になる。これからも笑顔
の絶えない家族でいようね。（パパ・ママより）

生まれてきてくれてありがとう。これからも
かわいい笑顔をいっぱい見せてね。
　　　　　　　　　　　　　　　（両親より）

いたずら大好き ちさとちゃん。たくさん食
べて大きくなってね。　　　　　　（母より）

我が家のアイドルです。　　（パパ・ママより）

おてんばな朋。ハイハイをして、どんどん世
界を広げているね。お姉ちゃんに負けず、大
きくなってね。　　　　　　　　（父・母より）

いとこのお姉ちゃん、お兄ちゃん達に遊んで
もらうのが大好きな琥珀。元気に逞しく育っ
てね。　　　　　　　　　（パパ＆ママより）

暴れん坊の櫻華くん。4月から保育園でたく
さんお友達をつくってね♡（パパ・ママより）

すくすくすくすく満１歳 お誕生日おめでとう！！
3月生まれ

著
者　

上
橋
菜
穂
子　

出
版
社　

偕
成
社

　　
都丸 瑞

みずき

生くん
（3月24日生まれ・小田川）

瑞生へ　1歳のお誕生日おめでとう！お兄
ちゃん大好きなみーくん。これからも兄弟仲
良く大きくなってね♥　　（パパ・ママより）
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Ｈ
保健だより
Ｃｅａｌｔｈ ｈｅｃｋ

　

平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
等
の

血
糖
の
検
査
（
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ
ｃ
）
の

測
定
者
は
、
１
，
１
１
２
人
で
し

た
が
、
そ
の
内
正
常
の
範
囲
の
範

囲
だ
っ
た
の
は
40
・
１
％
、
残
り

59
・
９
％
は
保
健
指
導
や
医
療
機

関
の
受
診
が
必
要
な
数
値
で
し

た
。
矢
祭
町
に
お
い
て
も
全
国
と

同
様
で
、
糖
尿
病
へ
の
対
策
が
必

要
で
す
。
全
国
の
状
況
で
は
、
糖

尿
病
は
50
歳
代
か
ら
急
増
し
て
い

ま
す
が
、
矢
祭
町
に
お
い
て
も
50

歳
代
か
ら
医
療
機
関
へ
の
受
診
を

進
め
る
値
の
方
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
方
々
は
、
も
う
少
し
前

に
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
た
ら
、
こ
の
検
査
結
果
は
、

変
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

糖
尿
病
で
怖
い
の
は
、
合
併
症

で
す
。
糖
尿
病
を
放
置
す
る
と
、

増
え
す
ぎ
た
血
糖
が
、
全
身
の
血

管
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
、
細
い
血

管
が
傷
つ
く
と
、
眼
、
腎
臓
、
神

経
な
ど
に
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
、
太
い
血
管
が
傷
つ
く
と
脳
梗

塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
発
症
リ
ス

ク
を
高
め
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
糖
尿
病
の
治
療
を
受

け
る
こ
と
で
、
血
糖
値
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
重
症
化
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
、
長
寿
を
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
者
の
中
に

は
、
す
で
に
糖
尿
病
で
医
療
機
関

を
受
診
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

そ
の
方
々
の
健
診
結
果
は
、
表
２

の
と
お
り
で
す
。

矢
祭
町
の
健
診
結
果
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

あ
な
た
の
血
糖
値
は
ど
れ
く
ら
い
？

　　尿病は、ブドウ糖を使うために必要なインスリンが全身で働きにくくな

　　ったり、ブドウ糖の量に対してインスリンの量が足りなくなるために、

血液に含まれるブドウ糖の量が異常に多くなる状態です。日本では、糖尿病

が疑われる人は、その予備軍を含め、成人の約５人に１人の割合と推定され

ています。また、このうち約４割は、治療が必要にもかかわらず医療機関を

受診せず、未治療の状態にあることがわかっています。

治
療
を
開
始
し
て
い
る
方

の
状
況
は
？

　

日
本
糖
尿
病
学
会
の
示
し
た
治
療
目
標

は
、
次
の
と
お
り
で
す
が
、
血
糖
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
方
が
多
く

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

糖尿病の初期段階で、食事の見直しや運動を実践することなどで、

血糖をコントロールできる段階の人の目標です。

糖尿病の主な合併症を防ぐための治療の目標で、治療目標の基本と

なります。

糖尿病の病歴が長い、値が高い、高齢であるなど、無理に値を下げ

るとリスクがある場合には、徐々に下げることを目標とします。

　今までは週３回（火・水・金曜日）開催していましたが、

週４回（基本は、月・火・水・金曜日）になります。

開催日が増える一方で、現在までの利用状況等により、開催

時間が午前１０時～午後３時までとなります。

　「未就園児とその保護者」に変わりはありませんが、やま

つりこども園の幼児教育部が３歳児からとなるため、カンガ

ルーくらぶを利用するお子さんは２歳児以下となります。

　家庭で子育てしているお母さんやお子さんにとっての出会

いの場・交流の場として、これからもより多くの方に利用し

ていただける「居心地のよい広場」を目指していきたいと思

います。場の提供だけではなく、利用者の気持ちに寄り添い

ながら、みんなで未来を担う子ども達を見守っていきたいと

思います。

糖
尿
病
に
よ
る
重
大
な
合
併
症
を
防
ぐ

年　齢
受診者数
( 人 )

正常
(5.6 未満 )

保健指導レベル
（5.6～6.5未満）

受診勧奨レベル
（6.5 以上）

39歳以下 56 49(87.5％ ) 7（12.5％） 0

40～49歳 42 32（76.2％） 10(23.8％) 0

50～59歳 115 59（51.3％） 47（40.9％） 9(7.8％)

60～69歳 343 124（36.2％） 179（52.2％） 40(11.7％)

70～74歳 183 54（29.5％） 108（59.0％） 21(11・5％)

75歳以上 373 128(34.3％) 217（58.2％） 28(7.5％)

合　計 1,112 446(40.1％) 568(51.1％) 98(8.8％)

糖

表１：矢祭町の特定健診の HbA1c 有所見の状況（平成25年度、８月分）

表２：糖尿病治療中の98名の
　　HbA1cの状況（平成25年度）

HbA1c 値 人数

5.6 未満 １

5.6～5.8 ３

5.9～6.4 ３３

6.5～6.8 ２８

6.9～7.3 １６

7.4～ １７

8.4～(再掲) ６

　

血
糖
が
高
い
だ
け
で
は
、
し
ば
ら

く
は
自
覚
症
状
が
で
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
か
糖
尿
病
が
深
刻
な
病
気
で
あ

る
こ
と
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
糖
尿
病
が
怖
い
の
は
糖
尿
病

自
体
で
の
死
亡
あ
ま
り
な
く
て
も
、

腎
臓
や
目
の
障
害
、
動
脈
硬
化
、
脳

卒
中
、
心
筋
梗
塞
等
の
様
々
な
重
大

な
合
併
症
に
よ
る
死
亡
が
多
い
こ
と

で
す
。

　

毎
年
の
特
定
健
診
を
受
け
て
い
た

だ
き
、
そ
の
結
果
か
ら
、
生
活
を
見

直
し
て
、
糖
尿
病
の
発
症
と
重
症
化

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
、
今

後
も
、
健
康
教
育
や
健
康
相
談
等
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■ HbA1c6.0 未満・・血糖の正常化をめざす

■ HbA1c7.0 未満・・糖尿病の合併症を予防する

■ HbA1c8.0 未満・・副作用等から治療を強化するのが難しいとき

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
標

（
日
本
糖
尿
病
学
会
）

平成２６年４月からの「カンガルーくらぶ」は…

■開催日が増えます！

■利用対象者

■支援は変わらずに

糖
尿
病
と
糖
尿
病
合
併
症
を

防
ご
う



講談の体験をする小学生

子どもの健康についての協議が行われた委員会
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　2月 14 日、高齢者クラブ会員の健康増進

の充実を図ることを目的に町高齢者クラブ連

合会主催の第 13 回クロリティー大会が山村

開発センターで行われ、熱戦が繰り広げられ

ました。

　大会には各地区から 12 チーム、約 100 人

が参加。白熱した予選リーグ戦と決勝トーナ

メントを行い、山野井金沢鶴亀会Aが優勝

しました。　

交
流
を
図
り
な
が
ら

健
康
増
進

い
ち
ご
狩
り
に
夢
中

いちご狩りを楽しむ園児たち

　2月 18 日、やまつり幼稚園では、農業生

産法人そらの社（金澤孝幸社長）のいちごの

ビニールハウス内において、いちご狩りを体

験しました。

　園児たちはハウス内に長い列をなし、口の

周りをいちごで赤くしながら大きないちごを

ほおばっていました。このいちご狩りは、そ

らの社の無料提供のもと今年で 14 回目を迎

える恒例行事となっています。

季
節
に
ふ
れ
て

俳
句
を
楽
し
む

季語探しをするスクール生たち

　2月 1日、町教育委員会主催、町文化団体連

絡協議会が協賛するジュニア俳句スクール in

矢祭が行われました。

　講師に公益社団法人俳人協会会員の山崎祐子

さんと、ふきの芽俳句会会長の鈴木良夫さんを

招き、俳句の基本や季語の見つけ方などを教え

てもらいながら、自分が感じた冬の季語を俳句

に入れ、作品を作り上げました。スクール生の

作品は下記のとおりです。

け
い
だ
い
で
石
に
生
え
る
や
さ
か
木
か
な

東
舘
小　

２
年　

佐
川　

徳
寿

り
ゅ
う
の
玉
さ
わ
っ
て
み
た
ら
つ
る
つ
る
だ 

東
舘
小　

３
年　

白
坂　

悠
夏

青
草
が
ぽ
つ
ぽ
つ
さ
い
て
春
近
し 

　
　
　

東
舘
小　

４
年　

佐
川　
　

舞

散
歩
中
冬
菜
を
見
つ
け
冬
感
じ 

　
　
　

東
舘
小　

４
年　

下
重
舞
由
子

冬
の
川
ゆ
っ
く
り
流
れ
氷
は
る 

　
　
　

東
舘
小　

４
年　

丸
山
は
る
か

冬
の
川
氷
が
は
っ
て
て
つ
め
た
そ
う 

東
舘
小　

４
年　

猪
亦　

美
紅

白
き
の
こ
木
の
下
で
じ
っ
と
春
を
待
つ　
　

東
舘
小　

４
年　

藤
田　
　

悠

地
面
ふ
み
ざ
く
ざ
く
冷
や
っ
と
霜
柱 

東
舘
小　

５
年　

落
合　
　

憩

枯
草
に
ま
ぎ
れ
出
て
来
た
苺
の
葉 

　
　
　

東
舘
小　

５
年　

白
坂　

彩
夏

り
ゅ
う
の
玉
黒
い
目
玉
が
に
ら
ん
で
る　
　

 

東
舘
小　

６
年　

下
重
香
菜
子

冬
の
川
む
こ
う
岸
に
は
我
母
校 

　
　
　

東
舘
小　

６
年　

金
澤　

美
嘉

春
を
待
つ
小
さ
い
タ
ン
ポ
ポ
さ
い
て
い
る 

関
岡
小　

４
年　

本
多　
　

葵

小
さ
い
ね
タ
ン
ポ
ポ
さ
い
て
た
春
ど
な
り 

関
岡
小　

４
年　

石
井　

愛
来

す
ぎ
の
木
が
花
粉
を
と
ば
す
じ
ゅ
ん
び
中 

石
井
小　

４
年　

金
澤　

玲
那

ジ
ュ
ニ
ア
俳
句
ス
ク
ー
ル
作
品

さ
ら
な
る
町
の
国
際
化

に
期
待

　2 月 3 日、町国際交流員のカサンドラ・ロ

ジャースさんに対する再任辞令の交付が役場町

長室で行われました。

　カサンドラさんは平成 24 年 2 月 1日から町

の国際交流員として矢祭中学校に常勤し、中学

校の英語の授業以外でも、町の国際交流発展の

ために英会話教室やサークル活動などに参加し

町民との交流を深めるなど幅広い活躍を見せて

います。

町長から再任辞令を受けるカサンドラさん

　2月 24 日、関岡小学校で「次代を担う子

どもの文化芸術体験事業」として講談が行

われました。講談発表で子どもたちは 3人 1

組でステージに上がり、水戸黄門の講談を発

表し、「緊張したけど楽しかった」、「感情を

込めて発表することができた」などと感想を

述べました。

　また、後半は人間国宝・一龍齋貞水師匠が

登場し、会場に詰めかけた一般の方や小学生は

目の前で本物にふれる貴重な体験をしました。

本
物
に
ふ
れ
る

貴
重
な
体
験

子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
考
え
る

　2 月 25 日、県南保健福祉事務所や学校医、

学校歯科医、各学校の校長、養護教諭、町関係

者などが参加し地域学校保健委員会が東舘小学

校で行われました。初めに各養護教諭よりむし

歯、肥満、受動喫煙についてのこれまでの対策

における成果と課題、今後の方向性について説

明がありました。県南保健福祉事務所や学校医、

学校歯科医から、それぞれの点についての指導

がされ、矢祭町の子どもたちの健康課題に対す

る充実した協議が行われました。

狙いをすまして輪を投げる選手
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自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税

は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
車

検
証
等
に
登
録
さ
れ
て
い
る
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
及
び
名
義
・
住
所
等
の

変
更
が
あ
る
場
合
に
は
３
月
末

日
ま
で
に
町
役
場
や
福
島
運
輸

支
局
等
で
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

４
月
１
日
を
過
ぎ
る
と
課
税

と
な
り
、
納
税
通
知
書
が
元
の

住
所
等
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

自
動
車
税

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局　

　

県
税
部
課
税
課　

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
５
１
９

　

軽
自
動
車

　

役
場
自
立
総
務
課　

税
務
グ

　

ル
ー
プ

　

☎（
４
６
）４
５
７
２

　

県
と
福
島
県
立
医
科
大
学
で

は
震
災
当
時
、
福
島
県
に
住
ん

で
い
た
全
県
民
を
対
象
に
、
基

本
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
皆
さ
ん
の
震
災
後
４
か
月

間
の
行
動
記
録
か
ら
外
部
被
ば

く
量
を
把
握
す
る
も
の
で
す
。

今
回
、
震
災
当
時
の
行
動
を
細

か
く
覚
え
て
お
ら
ず
問
診
票
記

入
で
き
な
い
と
い
う
方
の
た
め

に
、
記
入
・
回
答
が
し
や
す
い

問
診
票
の
「
簡
易
版
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
問
診
票
は
震

災
後
の
４
か
月
、
行
動
パ
タ
ー

ン
に
大
き
な
変
化
が
な
い
方
や

移
動
が
１
回
の
み
で
、
現
在
ま

で
問
診
票
を
提
出
さ
れ
て
い
な

い
方
が
利
用
で
き
ま
す
。
調
査

の
結
果
は
一
人
ひ
と
り
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
自
分
の
外
部
被

ば
く
量
把
握
す
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
の
健
康
管
理
に
お
い
て
目

安
と
な
り
ま
す
の
で
従
来
の
「
詳

細
版
」
ま
た
は
「
簡
易
版
」
の

回
答
を
提
出
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
な
お
、「
簡
易
版
」

の
問
診
票
は
役
場
町
民
福
祉
課

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
気
軽

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
検
査
対
象
者

　

原
則
と
し
て
平
成
23
年
３
月

11
日
時
点
で
、
福
島
県
内
に
居

住
し
て
い
た
方

■
調
査
方
法

　

問
診
票
に
よ
る
回
答
と
な
り

ま
す
。
記
憶
が
あ
い
ま
い
な
場

合
に
は
わ
か
る
範
囲
で
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
記
載
さ
れ
た
内

容
に
つ
い
て
は
改
め
て
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。
未
成
年
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
同
意
の
も
と
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
学
生

以
下
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

方
が
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
本

調
査
へ
の
回
答
は
ご
本
人
の
自

由
意
思
に
よ
る
も
の
で
す
。
回

答
を
さ
れ
な
く
て
も
何
ら
不
利

益
を
被
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
調
査
結
果
の
取
り
扱
い

　

回
収
し
た
問
診
票
は
、
施
錠

可
能
な
場
所
に
厳
重
に
保
管
し

ま
す
。
デ
ー
タ
は
個
人
が
特
定

さ
れ
な
い
形
で
統
計
的
に
処
理

さ
れ
、
個
人
の
お
名
前
や
回
答

内
容
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
立
医
科
大
学

　

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４（
５
４
９
）５
１
３
０

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

　

９
時
〜
午
後
５
時

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
窓
口

負
担
は
、
法
律
上
２
割
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
特
例
措
置
で
こ

れ
ま
で
１
割
負
担
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
平
成
26
年
度
か
ら
、

よ
り
公
平
な
仕
組
み
と
す
る
た

め
、
こ
の
特
例
措
置
が
見
直
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
見

直
し
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
の

方
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
平
成

26
年
４
月
２
日
以
降
70
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
方
か
ら
段
階
的

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
内
容

平
成
26
年
４
月
２
日
以
降
に
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
（
誕

生
日
が
昭
和
19
年
４
月
２
日
以

降
の
方
）

・
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
た

だ
し
、
各
月
１
日
が
誕
生
日
の

方
は
そ
の
月
）
の
診
療
か
ら
窓

口
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

（
例
え
ば
、
平
成
26
年
４
月
２

日
〜
５
月
１
日
に
70
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
方
は
、
５
月
の
診

療
か
ら
２
割
負
担
に
な
り
ま
す
）

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で

す
。
な
お
、
窓
口
負
担
に
は
毎
月

の
負
担
上
限
額
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
70
歳
か
ら
２
割
負

担
と
な
る
方
は
、
69
歳
ま
で
と

比
べ
て
上
限
額
が
下
が
り
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
（
誕

生
日
が
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま

で
の
方
）

・
平
成
26
年
４
月
以
降
も
医
療

費
の
窓
口
負
担
は
１
割
の
ま
ま

自
動
車
及
び
軽
自
動
車
の

移
転
・
抹
消
の
手
続
き
等

行事＆
　　お知らせ

情報局情報局
県
民
健
康
管
理
調
査

「
簡
易
版
」が
作
成
さ
れ
ま
し
た

70
〜
74
歳
の
窓
口
負
担
が

見
直
さ
れ
ま
す

変
わ
り
ま
せ
ん
。

（
平
成
26
年
３
月
２
日
〜
４
月

１
日
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
３
割
負

担
か
ら
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。）

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

・
窓
口
負
担
の
毎
月
の
負
担
上

限
額
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

矢
祭
町
大
学
入
学
一
時
金
貸

付
は
、
大
学
（
入
学
資
格
を
高

等
学
校
卒
業
以
上
と
す
る
専
修

学
校
等
を
含
む
。）
に
入
学
す

る
学
生
の
保
護
者
で
入
学
一
時

金
の
貸
付
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
者
に
対
し
貸
付
を
行
い
、
そ

の
子
に
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け

る
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
下
記
に
よ
り
募
集
を

行
い
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方

は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
定
員　

　

２
名

■
貸
付
額　
　

　

50
万
円
以
内
（
無
利
息
）

■
償
還
方
法　

　

大
学
卒
業
後
５
年
以
内
に
年

賦
ま
た
は
月
賦
に
よ
る
償
還
と

す
る
。

■
資
格
要
件

①
大
学
（
入
学
資
格
を
高
等
学

校
卒
業
以
上
と
す
る
専
修
学
校

等
を
含
む
。）
に
入
学
を
許
可

さ
れ
た
学
生
の
保
護
者
で
あ
る

こ
と
。

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
借
受
け

を
必
要
と
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

③
矢
祭
町
に
引
き
続
き
５
年
以

上
居
住
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

④
前
年
の
所
得
額
が
３
５
０
万

円
以
内
で
あ
る
こ
と
。

⑤
矢
祭
町
に
居
住
し
保
証
能
力

の
あ
る
保
証
人
を
有
す
る
こ
と
。

　

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
矢
祭

町
大
学
入
学
一
時
金
貸
付
規
則

及
び
同
施
行
細
則
に
よ
る
。

■
提
出
期
限　

　

４
月
１
日
（
火
）

■
願
書
提
出
先

　

矢
祭
町
教
育
委
員
会

■
そ
の
他　
　

　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
教

　

育
委
員
会
に
準
備
し
て
あ
り

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会

　

☎（
４
６
）４
５
８
０

　

福
島
県
で
は
平
成
26
年
10
月

１
日
付
採
用
の
警
察
官
を
募
集

し
ま
す
。

■
試
験
区
分
及
び
募
集
人
数

　

警
察
官
Ａ
（
男
性
・
一
般
）

　

25
名
程
度

　

警
察
官
Ａ
（
女
性
・
一
般
）

　

５
名
程
度

■
申
込
受
付
期
間

　

３
月
14
日（
金
）〜
４
月
11
日（
金
）

※
県
庁
Ｈ
Ｐ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
請
も
可
能
で
す
（
４
月
８

日
ま
で
）

■
受
験
資
格

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
（
短
大

を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
、
平

成
26
年
９
月
末
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方
ま
た
は
、
い
わ
ゆ

る
飛
び
級
等
し
た
方

※
平
成
26
年
９
月
末
日
に
卒
業

で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
採
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

■
試
験
内
容

　

１
次
試
験

　

日
時　

５
月
11
日
（
日
）

　

場
所　

福
島
大
学

　

試
験
内
容

　

教
養
試
験
、
論
文
試
験

■
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
１
２
０（
２
７
６
）３
１
４

　

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、

　

相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

　

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見
等

　

に
関
す
る
法
律
相
談

■
開
催
日

　

４
月
３
日
、
５
月
１
日
、
６

　

月
５
日

■
時
間

　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

■
場
所

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階
（
白

　

河
市
本
町
２
）

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介

し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
７
８
５

（
※
祝
祭
日
を
除
く
月
〜
金
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
12
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

大
学
入
学
一
時
金
を
貸
付

し
ま
す

平
成
26
年
度
福
島
県
警
察

官
Ａ
特
別
募
集

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
開
設
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◆他のサービスとの併用はできません
　発行 /（一財）矢祭振興公社 ☎０２４７－４６－４３００

◆ 1枚につき 1名有効
◆他のサービスとの併用はできません
　発行 /（一財）矢祭振興公社 ☎０２４７－４６－４３００

◆ 1枚につき 1名有効
◆他のサービスとの併用はできません
　発行 /（一財）矢祭振興公社 ☎０２４７－４６－４３００

※ユーパル矢祭では、上記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉優待券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。
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後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
は
後
納
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
で
年
金
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
過
去
10

年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料

が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
後
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で

き
る
期
限
は
、
平
成
27
年
９
月

30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま

れ
た
方
で
、
平
成
16
年
４
月
以

降
分
の
後
納
保
険
料
の
納
付
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
納
付
書

に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限
（
平

成
26
年
３
月
31
日
）
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。
使
用
期

限
ま
で
に
納
付
で
き
な
か
っ
た

方
が
、
平
成
26
年
４
月
以
降
に

納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
新

た
な
加
算
額
に
よ
る
納
付
書
を

発
行
し
ま
す
の
で
「
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た

は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
※
平
成
26
年

３
月
以
前
の
後
納
保
険
料
は
、

10
年
を
超
え
る
た
め
平
成
26
年

４
月
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合

　

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
０
１
５

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
時
、

田
村
市
、
南
相
馬
市
、
川
俣
町
、

広
野
町
、
楢
葉
町
、
富
岡
町
、

川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、

浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村
に

納
税
を
し
て
い
た
方
を
対
象
に
、

震
災
が
発
生
し
た
平
成
23
年
３

月
11
日
以
後
に
到
来
す
る
申
告

・
納
付
等
の
期
限
を
延
長
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
１
月

31
日
付
国
税
庁
告
示
に
よ
り
、

延
長
措
置
は
終
了
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
国
税
の
申
告
・
納

付
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
平
成

23
年
３
月
11
日
以
後
に
期
限
が

到
来
す
る
す
べ
て
の
税
目
に
係

る
申
告
・
納
付
等
の
手
続
き
が

対
象
と
な
り
ま
す
）

　

ま
ず
は
最
寄
り
の
税
務
署
ま

で
電
話
等
に
よ
り
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
※
お
電
話
は
自
動
音
声

案
内
に
従
っ
て
「
０
」
番
（
☎

相
談
セ
ン
タ
ー
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。）

　

平
成
26
年
２
月
以
降
、
各
税

務
署
で
は　

申
告
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
税
務
署
は

混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
東
日
本
大
震
災
に
係

る
申
告
相
談
に
つ
い
て
は
、
電

話
に
よ
る
事
前
の
ご
予
約
（
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
税
務
署

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）７
１
１
１

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
国
税
専

門
官
は
、
国
の
財
政
を
支
え
る

重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税
務
署

等
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・

検
査
・
指
導
な
ど
を
行
う
税
務

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

■
受
験
資
格

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生

　

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

　

（
１
）大
学
を
卒
業
し
た
者
及

　

び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
大

　

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　

（
２
）人
事
院
が（
１
）に
掲
げ

　

る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

　

と
認
め
る
者

■
受
験
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

平
成
26
年
４
月
１
日
（
火
）

　

〜
４
月
14
日
（
月
）

・
郵
送
又
は
持
参

　

平
成
26
年
４
月
１
日
（
火
）

　

〜
４
月
２
日
（
水
）

■
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
込
み
は
原
則
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
と
し
ま
す
。

郵
送
又
は
持
参
用
受
験
申
込
の

請
求
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た

は
人
事
院
東
北
事
務
局
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
第
１
次
試
験
日

　

平
成
26
年
６
月
８
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試

　

験
研
修
係

　

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

　
（
内
線
３
２
３
６
）

　

震
災
の
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と

復
興
の
思
い
を
込
め
、
キ
ャ
ン

ド
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
トC

an
d
le 

JU
N
E

さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に

よ
り
、
県
内
各
地
で
「
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内

で
は
白
河
市
に
２
，
０
０
０
本

の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
11
日
（
火
）

　

・
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

・
記
帳
所
の
設
置

　

（
午
前
11
時
〜
午
後
８
時
）

■
場
所

　

白
河
市
民
会
館
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　

県
南
地
方
振
興
局　

復
興
支

　

援
課
・
地
域
連
携
室

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
５
０
２

社会を明るくする運動…広げよう「ありがとう」の言葉 社会を明るくする運動…広げよう「感謝」の気持ち

　

引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と

な
る
３
月
４
月
の
２
ヶ
月
間
、

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
団
体
で
あ

る
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は

「
引
越
相
談
所
」
を
開
設
し
、

電
話
な
ど
に
よ
る
引
越
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。　
　

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を

人の動き

人　口 ６，３１０人 （－ 14）

男 ３，１０２人 （－ 5）

女 ３，２０８人 （－ 9）

世　帯 ２，０８９世帯 （± 0）

２月１日現在の住民基本台帳より
（　）内は前月比

( 敬称略 )

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区

鈴木　海
みおん

音 1 /26 克彦・亜祐美 下石井

髙橋　柚
ゆづき

月 2 / 2 竜一・亜沙美 東　舘

髙田　美
み　ゆ

結 2 / 7 進一・ 恵 関　岡

長塚　陽
はる

斗
と

長塚　愛
まな

斗
と 2 /21 進治・恵美 東　舘

●赤ちゃん誕生おめでとう

( 敬称略 )

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区

大垣　　清 59 佑輔 2 / ４ 関 岡

鈴木　喜美 61 和彦 2 / ４ 中石井

片野　伸吾 28 惠仁 2 / ９ 金　沢

弓田　由子 72 清 2 / 12 戸　塚

片野　勝美 93 勝 2 / 14 宝　坂

寺島　リン 94 照子 2 / 18 大　垬

小松　ハル 97 茂治 2 / 19 関　岡

石井　勇二 90 キヌ子 ２/ 25 小田川

小室　　正 98 喜良 2 / 27 東　舘

●お悔み申し上げます

●あとがき

☆今回、趣味や生きがいを持つ 6
名の方を取材させていただきました
が、共通していたことはいきいきと
明るい表情で話されていたこと。継
続できるような自分の楽しみを持て
るというのはとても素敵なことだと
感じました。☆間もなく冬から春へ
と季節の変わり目を迎えます。健康
管理には注意して過ごしていただき
たいと思います。（龍）

※広報紙下欄の標語は、人権啓発運　
　動及び社会を明るくする運動を展　
　開しているものです。

◆矢祭町内件数
（平成２６年１月１日～２月１２日）

火災件数　 ０件
救急出動　４５件

「火事・救急・救助は１１９番」

　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　　TEL ４６―２１１９

　日中暖かい日が増えてきましたがまだまだ寒暖の差が激しく、空気が

乾燥し風の強い日も続いています。近隣地域でも火災が相次いでいます。

たき火や煙草の投げ捨て、暖房器具には十分に注意しましょう。また、

火災の早期発見のために住宅用火災警報器の設置をお願いします。

　昨年に運用開始された「統合型位置情報通報装置」により消防署・分

署に通報するよりも速く現場に到着できるようになっています。救急車

の適正利用に皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いします。

火災予防

平成２５年度全国統一防火標語

「消すまでは こころの警報 ＯＮのまま」

入札結果
町が発注した予定価格が 130 万円を超える

工事の入札結果をお知らせいたします。

工　事　名 入札日
（予定価格）
落札金額

落　札　者 工 事 場 所 工　　期

平成25年度ふくしま森林再生
事業計画作成業務委託業務

平成26年
2月12日

(16,800,000円）
15,750,000円

アジア航測(株)
福島支店長　木村元太郎 矢祭町一円

平成26年2月17日～
平成26年3月31日

平成25年度ふくしま森林再生
事業実施同意等取得業務委託

平成26年
2月12日

(11,760,000円）
11,550,000円

東白川郡森林組合　
代表理事組合長　長田勝重

矢祭町一円
平成26年2月17日～
平成26年3月31日

利
用
し
て
の
引
越
や
、
引
越
に
伴
う

種
々
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り

の
「
引
っ
越
し
相
談
所
」
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
県
南
支
部

　

☎
０
２
４
８（
２
７
）３
６
４
４

　

（
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
月
〜
金

　

ま
で
の
午
前
９
時
〜　

午
後
４
時
）

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来

の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
申
告
・

納
付
等
の
期
限
延
長
措
置
終
了

平
成
26
年
度
国
家
公
務
員

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

引
越
相
談
所
開
設

３
・
11
ふ
く
し
ま
追
悼
記
念
行
事

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」開
催



日 月 火 水 木 金 土

3/9 10 11 12 13 14 15
●３ケ月児健診
　塙（受付 13：30～ 13：40）

●運動教室
　スイ（10：00～ 11：00）

● 3歳児健診
　山開（受付13：30～ 13：40）
●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）
●親子リトミック
　山開（14：30～ 14：30）
●矢祭中学校卒業式○おおひら整形外科クリニック☎33―9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

16 17 18彼岸入 19 20 21春分の日 22
●やまつりこども園
　卒園式及び第３学
　期終業式

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）
●小中第３学期終業式

○塙厚生病院☎43―1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○木村医院☎46―3528

23世界気象デー 24 25 26 27 28 29

○あらまちクリニック☎33―8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

30 31 4/1 ２ ３ ４ ５清明
●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

○和田医院☎33―2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

６ ７世界保健デー ８花まつり ９ 10 11メートル法交付記念日 12
春の全国交通安全運動
（～15日）

●小中学第1学期始業式 ●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）
●やまつりこども園
　入園式及び第１学
　期始業式

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

○東舘診療所☎46―3165 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ当

当

当

当

当

当
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　「毎日、朝起きると仕事があり手間がかかって忙しいけ
ど農業は本当に楽しいです」と農業の魅力を語ってくれた
鈴木光枝さん。
　鈴木さんのお宅では夏はキュウリ、冬はイチゴやニラな
どを栽培しています。「自分で作ったものを子どもや親戚
に送ってあげるのが本当にうれしい。直売所の仲間と出会
えたのも幸せですね」と日々の生活がとても充実している
と話してくれました。
　今回、ご紹介する一品は「よめっこ漬け」です。
このよめっこ漬けは、福神漬けで義母たちが作っていたも
のを嫁たちが教えてもらって作ったのがこの名前の由来と
なっているそうです。
　自宅で作ったキュウリやしその実などが使用され、あま
じょっぱく味付けされたご飯のおかずにピッタリの一品。
皆さん、ぜひご賞味ください。
■問い合わせ
　☎ 0247（46）2650（鈴木）
　矢祭町大字東舘字上野内

今
月
の

一
品

～義母から受け継ぐ昔ながらの味～

よめっこ漬け

いっぴん

月 情報カレンダー 〔省略〕○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院 スイ…スインピア矢祭

当
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